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R 入門（5）操作変数法 
setwd("/dail") 
install.packages("ivreg")     ivreg を利用可能 
library(ivreg) 
install.packages("sem")     tsls を利用可能 
library(sem) 
install.packages("memisc")    mtable を利用可能 
library(memisc) 
dat=read.table("20.csv",header = TRUE, sep =",") 
 weeks 女性の労働時間 age 母年齢(21-35) ダミ－変数(morekids 子供 3 人以上 samesex
子供同性 black 黒人 5% hispan メキシコ 7% othrace その他非白人 5%) p-289 

attach(dat) 
reg1=lm(weeks~morekids)    OLS 
reg0=lm(morekids~samesex)    操作変数の check 
summary(reg0) 
reg2=ivreg(weeks~morekids|samesex)   IV 法 

 
reg3=tsls(weeks~morekids,~samesex)   2SLS 法 
 
xhat=predict(reg0)     1 段階目(X の予測値) 
reg4=lm(weeks~xhat)     2 段階目 
mtable(reg1,reg2,reg4)     結果表を整理して表示 
summary(reg3) 
 
演習 
白人ダミーwhite を操作変数と労働供給関数の説明変数に追加した分析をおこないなさい。 
(1) 白人ダミーwhite を作り、summary(white)で白人の割合を求めなさい 
 Hint:nwhite=black+hispan+othrace で nwhite=0 なら white=1, それ以外は=0 
(2) 操作変数(samesex,white)の関連性をチェックしなさい(妥当な操作変数か？) 
(3) 労働供給関数𝑤𝑒𝑒𝑘௜ = 𝛽଴ + 𝛽ଵ𝑚𝑜𝑟𝑒𝑘𝑖𝑑𝑠௜ + 𝛽ଶ𝑤ℎ𝑖𝑡𝑒௜ + 𝜀௜を OLS 推定しなさい 
(4) 操作変数(samesex と white)を用いて、労働供給関数を IV 推定しなさい 
(5) tsls コマンドを用いて、労働供給関数を 2SLS 推定しなさい 
(6) 1 段階目と 2 段階目の回帰をおこなって、その結果が(5)の結果と一致することを確認し

なさい 
(7) OLS 推定の結果と IV 推定の結果を比較しなさい。有意な差はみられるか？ 
 
 
 

Week instrument 

 有意であれば無問題 

Wu-Hausman 検定 

 OLS と IV に有意な

差があるか? 

Sargan 検定 

 過剰識別検定 
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(1)白人の割合 
 Min.   1st Qu.  Median  Mean  3rd Qu.  Max.  
 0.0000  1.0000  1.0000  0.8483  1.0000  1.0000 
(2)操作変数の関連性  

 
(3) 労働供給関数の OLS 推定 

 
(4) IV 推定 

 
(5)2 段階最小 2 乗法 

 
(6)1 段階目と 2 段階目の回帰の実施 

 
(7)OLS 推定の結果と IV 推定の結果を比較 

白人の割合は 84.8% 
 
 
samesex, white とも

に有意水準 1%で有意 
※内生性のある morekids を

操作変数 samesexとwhiteで
回帰 
 
 
 
morekids, white とも

に有意に負の効果 
 
 
(4)(5)(6)は(3)の労働供給関数

を推計しますが、white を説

明変数に加えないレポが多

数。 

 
 
有意な負の効果は変わ

らないが、OLS にはや

やバイアスがある。

Hausman 検定からも

OLS と IV の差は有意

ではない 
 
 
 
 
 
 
 
2SLSと IVの結果は一

致している 
 
 
 
 
 
2 段階の回帰を自分で

やっても(5)と一致す

る 
 
 
 
 
 
ややバイアスがある

が、有意な差はない 


